
2013年（平成25年）２月号　 10■有料広告の問い合わせは 総務課まちづくり班（内線263）まで

【広告】

新
年
の
無
火
災
を
願
う

１
月
５
日
（
木
）、「
鶴
田
町
消
防
団

出
初
め
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
消
防
団

員
な
ら
び
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
約
３

０
０
人
が
、
丹
頂
大
通
り
か
ら
本
町
通

り
に
か
け
て
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
や
分

列
行
進
、
車
両
パ
レ
ー
ド
を
沿
道
の
町

民
に
披
露
し
て
、
今
年
の
無
火
災
を
願

い
ま
し
た
。

行
進
終
了
後
は
、
鶴
田
八
幡
宮
で
の

無
火
災
祈
願
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
式

典
が
執
り
行
わ
れ
、
鶴
田
町
長
表
彰
で

あ
る
無
火
災
竿
頭
綬
と
鶴
田
町
消
防
団

長
表
彰
で
あ
る
優
良
章
が
そ
れ
ぞ
れ
分

団
・
個
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

亀
田
分
団
に
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
を
配
備

同
日
、消
防
団
出
初
め
式
に
先
立
ち
、

鶴
田
消
防
署
で
「
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
両
引
渡
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、

町
か
ら
鶴
田
町
消
防
団
亀
田
分
団
へ
小

型
消
防
車
両
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

引
渡
式
で
は
、
齋
藤
靖
亀
田
分
団
長

へ
中
野
町
長
か
ら
配
備
決
定
通
知
書
が

手
渡
さ
れ
、
最
後
に
齋
藤
分
団
長
か
ら

「
最
新
鋭
の
消
防
車
両
を
引
き
渡
さ
れ
、

分
団
員
一
同
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。消
防
団
任
務
の
重
要
性
を
認
識
し
、

取
り
扱
い
技
術
の
習
熟
に
努
め
、
大
切

に
活
用
い
た
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
直
ち
に
亀
田
分
団
に

配
備
さ
れ
、
同
日
行
わ
れ
た
出
初
め
式

車
両
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
新
車
両
を
お
披
露
目
し
て
い

写真・右／お礼の言葉を述べる齋藤靖分団長
・左／今回配備された車両　・中／車両に
搭載されている小型動力ポンプ

ま
し
た
。

今
回
配
備
さ
れ
た
車
両
は
、
小
型

な
が
ら
動
力
ポ
ン
プ
や
防
災
放
送
用

の
電
子
サ
イ
レ
ン
ア
ン
プ
を
積
載
す

る
最
新
鋭
車
で
、
地
域
住
民
を
災
害

か
ら
守
り
、
万
一
の
火
災
や
災
害
時

に
は
そ
の
性
能
を
十
分
に
発
揮
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

消防しょうぼう通信

写真・右／分列行進の先頭を務める纏（まとい）部隊の「纏振り」（指揮者下山隆分団長） ・左上／人員、服装姿勢点検のため分団員らの本町通り
に整列　・婦人防火クラブ員による観閲者（中野町長）への開式報告　・行進はラッパ隊（指揮者一戸裕治部長）の演奏により進行

鶴田町消防団

出初め式


